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継立小学校の児童（3 年生～ 6 年生）
27 人が田植えに挑戦（5 月 19 日）

　
　
あ
れ
？

曲
が
っ
て
る
？



　

大
規
模
な
火
災
や
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
昨
今
、
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の

充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
消
防
団
の
役
割
に
つ

い
て
特
集
し
ま
す
。

消
防
団
の
現
状

　

消
防
は
、
火
災
や
災
害
な
ど
か
ら
私

た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
消
防
機
関
に
は
約
１
０
４
万

人
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
消

防
団
員
は
約
88
万
人
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
は
、
産
業
・
就
業
構
造

の
変
化
、
加
速
度
的
に
進
む
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
を
続
け
て
お

り
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
低
下
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
で
は
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
消

防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
を
平
成
25
年

12
月
に
成
立
さ
せ
、
消
防
団
へ
の
加
入

促
進
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
、
教
育
・

訓
練
の
充
実
・
標
準
化
、
装
備
の
充
実

強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
と
そ
の
活
動

　

消
防
団
は
、
消
防
署
と
と
も
に
火
災

や
災
害
へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て

全
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
消
防
機
関

（
組
織
）
で
す
。

　

日
ご
ろ
は
、
各
個
人
が
仕
事
に
専
念

し
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
消

防
団
員
と
し
て
そ
の
対
応
に
あ
た
り
、

地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

は
、
各
消
防
団
が
震
災
直
後
か
ら
安
否

確
認
や
避
難
誘
導
を
行
い
、
被
災
者
の

救
助
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
消
防

団
が
持
つ
「
地
域
密
着
性
（
地
域
の
事

情
に
詳
し
い
）」
と
「
即
時
対
応
力
（
災

害
対
応
の
技
能
・
知
識
の
習
得
）」
を

発
揮
し
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
の
消
防
団
員
も
年
々
増

消防団

救助活動

消火活動

水防活動

防火啓発
活動

住宅
防火訪問

救命
講習会

　長年の消防団活動で、まちを
守っていくという使命感や消防団
員としての責任感が身につきまし
た。団員には、火災や災害時だけ
ではなく、訓練や講習などで災害
対応のための技術や地域を守ると
いう意識を高めていってほしいと
いう思いがあります。その思いを
みんなが共有して地域の安全・安
心、自分たちのまちを守っていく
という行動につながるような組織
にしていきたいと思っています。

加
し
て
お
り
、（
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
、
２
万
３
８
９
４
人
）
が
各
地
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
平
常
時

　

地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
火
災

予
防
や
防
災
啓
発
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発
や
各
家
庭
を

訪
問
し
て
の
防
火
啓
発
、
災
害
対
応
の

た
め
の
訓
練
や
機
材
の
点
検
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
災
害
時

　

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
は
、
自
宅

や
職
場
か
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
て
、
初

期
消
火
や
消
防
隊
員
の
後
方
支
援
な
ど

そ
の
場
に
応
じ
た
対
応
を
と
る
ほ
か
、

状
況
に
よ
り
的
確
か
つ
迅
速
に
人
命
の

救
助
・
救
出
を
行
い
ま
す
。

栗山消防団団長　永田　英隆さん

地域に根ざす消防団の活動

知りたい！消防団のこと
🆀どんな人が消防団員になっているの

ですか？
🅰「自分たちの地域は自分たちで守る」

という郷土愛護の精神に基づいて、
自分の意志で社会のために活動す
る、それぞれの職業を持った地域住
民の人たちで、7 割余りがサラリー
マンです。

🆀消防団員の身分はどうなっているの
ですか？

🅰消防機関（組織）の構成員なので、
非常勤特別職の地方公務員になり
ます。

（災害時の活動）

（平常時の活動）
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特 集

消
防
団　
私
た
ち
が
地
域
を
守
る

特 集 消防団－私たちが地域を守る

行
動
に
つ
な
が
る
組
織
に



　栗山消防団は、団長・副団長を筆頭に 3 分団、
約 130 人で活動を行っています。
　春・秋の火災予防運動では、防火広報や防火Ｐ
Ｒ活動などを行い、特に、春季連合消防演習では、
分列行進やポンプ操法などを実施し、日ごろの訓
練の成果を披露しています。
　また、新春恒例の出初式では、高さ約 6 メー
トルのはしごの上で、威勢の良い掛け声とともに
倒立や両手足を広げる登

と て い

梯を行い、災害のない穏
やかな年を願って妙技を披露しています。

特 集 消防団－私たちが地域を守る

栗山消防団

【日時】　6 月 10 日㈯   15：00 ～
【場所】　栗夢広場（旧栗山小学校グラウンド）

「備えあれば憂いなし」

栗山消防団
春季連合消防演習

見学自由

地域の安全 ・ 安心のために
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

　

消
防
団
は
、
こ
れ
ま
で
書
い
た
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
、
防
火
・
防
災
の
要
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、
技
術
を
磨
き
、
心
身
を

鍛
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
消
防
団
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
災
害
へ

の
備
え
を
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

募集しています！消防団員
【入団条件】

○町内に在住している方
○年齢が満 18 歳以上 45 歳未満の方
○心身ともに健康な方

【問い合わせ】
　南空知消防組合
　消防署消防課
　☎ 72-0150（代表）

女性消防団
　女性消防団は、女性からの視点で火災予防活動
などを推進するため平成 27 年に誕生し、現在は
10 人で活動しています。
　会社員や農業、主婦など職業は幅広く、さまざ
まな活動に参加し活躍しています。
　活動は、春の火災予防運動に合わせた防火の呼
び掛けや火の元の点検を行う高齢者宅訪問、デ
パート前での防火ＰＲ活動、救急医療週間に合わ
せた救急講習などを実施しています。
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　平成 23 年に農業をするために栗山町に移住
してきました。現役の消防団員に声を掛けてい
ただいたことがきっかけで入団。団員になって
栗山町をみんなで守ろうという町民の栗山愛を
感じています。活動を通して心肺蘇生やＡＥＤ
の使い方など、救命救急の知識を得ることがで
きましたし、友人も増えました。これからは、
講習などで学んだことを、町民のために生かし
たいですし、もっと女性消防団を身近に感じて
もらえるように活動したいと思います。

農業を営む
久

く ぼ

宝めぐみ隊員

学んだことを生かす

　家業を継ぐため栗山町に戻ってきた年に入団
したのでもう 20 年近くたちます。仕事をしな
がらの訓練や演習などは、時間のやり繰りが大
変ですが、いろいろな職業の方と知り合うこと
ができ、仲間も増えたので良かったです。消防
団は、住民から信頼されていることが大事だと
思っています。火災だけでなく震災で活躍して
いた消防団のように、有事の際はしっかり活動
できるように、普段から団員の仲間と意識を持
ちながら訓練に臨んでいきたいです。

果物店を営む
仲井　浩

こ う す け

祐隊員

信頼される団員に



※時間は目安となります。テーマによって小中学生や高校生の参加できる内容もあるほか、説明内容は相談に応じて決定します。
　詳細は町経営企画課までお問い合わせください。（パンフレットも配布）

栗
山
町
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

いつでも・どこでも派遣します‼

説明会実施の
30 日前まで

【1】
申込書

提出

【2】
実施内容

調整

申し込みから 1 週間程度
変更・取り消しとなる場合があります

【3】
決定通知

【4】
派遣職員
事前連絡

【5】
説明会

実施

説明会当日までの流れ

【メニュー表】
№ テーマ（説明内容例） 時間

　■　生活環境
1 ごみ処理・リサイクルの推進（ごみ処理施策、ごみの出し方、リサイクルなど） 30 分
2 防災対策（避難所、防災知識など） 60 分
3 消防・救急救命（消防署の仕事・体制、普通救命講習（心肺蘇生法・AED 取扱い・応急手当）など） 90 分
4 生活安全対策（交通安全・生活安全対策、防犯・安全運動、防犯灯設置補助、悪質商法、食品表示など） 60 分

　■　教育
5 学校教育の取り組み（教育委員会の概要、学校教育の取り組み、教育費支援など） 60 分
6 コミュニティスクールの推進（コミュニティスクール制度（学校運営協議会制度）など） 60 分
7 安全・安心な学校給食の提供（学校給食センターの概要、地元産食材の活用、食育事業など） 30 分
8 北海道介護福祉学校（学校の概要、介護技術体験・介護福祉士の仕事など） 60 分
9 家庭教育・生涯教育の取り組み（家庭教育事業・生涯教育事業の紹介、社会教育施設の利用案内など） 60 分

10 読書活動支援（図書館の概要、事業・利用案内など） 30 分
11 ふるさと教育（栗山町が推進するふるさと教育など） 60 分
12 自然環境保全・自然体験教育（自然環境保全運動、雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス、自然体験教育など） 60 分
13 スポーツ振興（体育事業や団体・サークルの紹介、社会体育施設の利用案内など） 30 分
14 芸術・文化振興（芸術・文化活動の推進、文化財保護・活用など） 30 分
15 国際・地域間交流（少年ジェット派遣事業、姉妹都市交流事業、被災地児童生徒受け入れ・交流事業など） 30 分

　■　医療・保健・福祉
16 生活習慣病予防・生活習慣改善（がんおよび生活習慣病予防事業、口腔の健康づくりなど） 30 分
17 妊娠前から学童期までの親子の健康づくり（妊婦保健指導、家庭訪問などの育児支援、各種助成事業など） 30 分
18 健康づくりと地域環境づくりの取り組み（こころの健康づくり、健康寿命延伸のまちづくり宣言など） 60 分
19 地域医療確保と緊急医療（町内の標榜診療科の現状、救急医療体制、在宅医療サービスなど） 30 分
20 子育て家庭への支援（妊娠・出産・子育て情報提供・相談機能、各種助成制度、子育て支援センターなど） 60 分
21 子どもの健全な遊びや活動の場づくり（児童センター、放課後児童クラブなど） 30 分
22 安全・安心な保育環境（町内保育施設の概要、保育事業（一時・延長保育、休日預かり事業）など） 30 分
23 要保護児童対策・こども発達支援（子育て・養育困難家庭支援、心身障がいなどがある子ども・家庭支援など） 30 分
24 介護予防事業（認知症サポーター養成講座、生活機能維持・向上・改善、介護予防・日常生活総合事業など） 90 分
25 高齢者生活支援・地域包括システム（地域包括支援センター、健康・福祉・介護予防、介護保険制度など） 90 分
26 社会参加と地域支え合い活動の推進（社会福祉協議会、高齢者の社会参加、地域の見守り・支え合い活動など） 30 分
27 障がい者の社会参加・自立支援（生活支援事業（各種助成事業）、社会参画・自立支援事業など） 30 分

【メニュー表】
№ テーマ（説明内容例） 時間

　■　産業
28 農林業政策と制度（農林業政策に係る各種制度内容、農業全般など） 60 分
29 賑わいにあふれ魅力ある商店街づくり（商店街事業支援、空き店舗活用推進、ギフトカードなど） 30 分
30 企業誘致・新産業創出の推進（企業誘致活動、優遇措置、商工業者振興奨励・資金、中小企業相談所など） 30 分
31 栗を活用した特産品・観光資源の創出（クリの生産・商品開発、クリの植樹推進など） 60 分
32 特産品 PR の推進 ( 物産展・PR 事業、海外（東アジアなど）販路拡大支援など） 30 分
33 勤労者福祉・通年雇用化の推進（勤労者福祉センター、季節労働者通年雇用化支援、資格取得支援など） 30 分

　■　若者定住推進
34 栗山町への移住促進の取り組み（短期移住体験、相談会、住宅団地分譲、住宅支援制度など） 60 分
35 若者移住・定住の取り組み（若者定住推進室事業、若者移住促進事業（住宅支援制度）など） 60 分

　■　都市基盤
36 道路環境の整備・除雪対策（道路・橋梁の環境整備、修繕計画、冬期間の除雪体制など） 30 分
37 コミュニティバス運行・公共交通システム（コミュニティバス・町営バス運行、都市間交通アクセスなど） 60 分
38 宅地・住宅の整備と住環境づくり（公営住宅整備、住宅団地造成、空き家対策、各種助成制度など） 30 分
39 上・下水道の供給（上・下水道処理の流れ、上・下水道料金、設備・施設などの更新、合併処理浄化槽など） 30 分
40 治水・河川環境の整備（河川の土砂撤去・倒木除去など） 30 分
41 市街地形成・景観づくりの推進（各地区地域振興策、景観条例・計画と景観づくり、栗山公園施設整備など 60 分

　■　地域経営
42 地域活動の支援（まちづくり協議会の活動紹介・支援、まちの魅力アップ応援事業交付金など） 30 分
43 総合計画と行財政運営・改革（第 6 次総合計画、政策評価、行財政改革、ふるさと納税制度、各種統計など） 60 分
44 町税の仕組み（税の仕組みとその役割など） 60 分
45 行政職員の育成と組織体制の構築（研修計画、国・道への職員派遣、職員数適正化計画、人員配置など） 30 分
46 行政情報の発信（広報くりやま、ホームページの運営など広報業務、コミュニティ放送局の開設など） 30 分
47 情報共有と町民参加（自治基本条例、まちづくり懇談会、くりやまキャッチボイス、子どもの参加など） 60 分

町
の
担
当
者
が
取
り
組
み
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
！

　

団
体
な
ど
が
主
催
す
る
集
会
な

ど
に
町
職
員
を
派
遣
し
、
町
の
政

策
な
ど
の
説
明
を
行
う
出
前
型
政

策
・
施
策
説
明
会
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対　
　
象

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

者
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団

体
な
ど

◆
説
明
内
容

　

下
表
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

※
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
派
遣
日
時

　

土
・
日
曜
日
と
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
（
12
月
31
日
～
１
月
５

日
）
を
除
く
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
（
１
講
座
あ

た
り
原
則
90
分
以
内
）

◆
派
遣
場
所

　

町
内
の
公
共
施
設
・
集
会
場
な

ど
、
申
込
者
が
指
定
す
る
場
所

※
会
場
の
確
保
、
説
明
会
当
日
の

運
営
お
よ
び
進
行
は
申
込
者

の
責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
費
用
負
担

　

職
員
の
派
遣
料
お
よ
び
資
料
代

（
有
償
書
籍
な
ど
を
除
く
）
は

無
料

※
説
明
会
の
実
施
に
係
る
会
場
使

用
料
な
ど
は
申
込
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

◆
派
遣
で
き
な
い
場
合

⑴
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は
善

良
な
風
俗
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き

⑵
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
た
集
会
な
ど
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
る
と
き

⑶
説
明
会
の
開
催
を
希
望
す
る
日

時
に
派
遣
す
る
職
員
を
確
保

で
き
な
い
と
き

⑷
も
っ
ぱ
ら
行
政
に
対
す
る
苦

情
、
陳
情
ま
た
は
批
判
が
行
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

⑸
申
し
込
み
の
内
容
に
虚
偽
が

あ
っ
た
と
き

⑹
そ
の
他
、
説
明
会
の
目
的
に
反

し
、
実
施
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き

◆
申
込
方
法

　

希
望
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択

し
、
開
催
予
定
日
の
30
日
前
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
を
町
経

営
企
画
課
に
提
出

※
申
込
書
は
町
経
営
企
画
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
２
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赤ちゃんが欲しいけ
ど、出産や育児の不
安がいっぱい…。町
ではどんな子育て支
援があるか、詳しく
聞きたいな！

町は「健康寿命延伸
の ま ち づ く り 宣 言 」
をしたけれど…。町
民の健康づくりのた
めに何に取り組んで
いるの？

ハサンベツ里山地区
や 雨 煙 別 学 校 で の
“ 自然体験教育 ” って
よく耳にするけど…
具体的な取り組みを
知りたい！

農業の担い手不足対
策として、新規就農
者の受け入れを進め
ているようだけれど
…現在はどのような
状況なの？

出
前
型
政
策

・
施
策
説
明
会 



　

平
成
29
年
第
２
回
栗
山
町
議

会
臨
時
会
で
、
次
の
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
５
月
18
日
招
集
）

▼
栗
山
町
第
６
次
総
合
計
画
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

国
の
平
成
29
年
度
第
１
回

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」

を
受
け
て
実
施
す
る
、
も
の

づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
を
活

用
し
た
導
入
・
活
用
推
進
事

業
お
よ
び
く
り
や
ま
若
者

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
計
画
事
業
の
追
加

２
件
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
６
２
４
万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

77
億
１
３
７
４
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
国
の
平
成
29
年
度
「
地

方
創
生
推
進
交
付
金
」
の

活
用
事
業
等
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

花
田
正
博
副
町
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
佐
々
木
学
氏

（
朝
日
４
丁
目
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

議会の動き議    

案

報　
告

新副町長に佐々木学氏

　５月 24 日付けで任期満了を迎えた副町長
に、新たに佐々木学氏が選任され、25 日か
ら就任しました。佐々木氏は、昭和 56 年 4
月に栗山町役場に奉職。経営企画課長、建設
水道課長、また、横断的な政策課題および政
策上の重要案件を担当する総括職などを歴
任。現在 54 歳。

就任あいさつ
　本町は、加速度的に進行する人口減少・超
高齢化への対応という非常に厳しい局面を迎
えております。
　このような試練の時に、積極果敢に挑戦し
続ける椿原町政の一員として身を粉にし、そ
の重責を果たしてまいりたいと考えておりま
す。また、町民と行政のパイプ役として、町
民皆様の声に謙虚に耳を傾け、「誰もが笑顔
で、安心して暮らすまちづくり」に全力を尽
くしてまいる所存であります。

　町では、環境負荷の低減を図る取り組みとして、
自家消費向け再生可能エネルギーのシステムなど
を導入する事業者に設備導入費の一部を補助しま
す。また、再生可能エネルギーのシステムなどを
導入し、新たな事業展開を行い、既存経営の拡大
を図ろうとする事業者に対しても、その事業経費
の一部を補助します。

【補助金名称】
①事業用再生可能エネルギー等導入促進事業補助金
②再生可能エネルギー等活用新規事業補助金

【補助対象者】
　町内中小企業者、農業者など
※税金などの滞納がないことが条件です。

【対象事業】
①再生可能エネルギーなどの設備を設置する事業
②再生可能エネルギーなどの設備を活用し、新た

に取り組む事業
※対象経費総額が 60 万円以上の事業が対象です。

【対象設備】
○発電設備：太陽光発電、バイオマス発電など
○熱利用設備：太陽熱利用、バイオマス熱利用、
　　　　　　　 雪氷冷熱利用など
※その他の設備はお問い合わせください。

【補助率・補助金額】
　対象経費の 3 分の 1、限度額は 100 万円

事業者対象　再生可能エネルギー等補助制度

空き店舗活用支援事業補助制度

【申込先・問い合わせ】町ブランド推進課　☎73-7516

・・・・・　補助制度のご案内　・・・・・

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

つ
い
て

佐
々
木
学
氏
（
朝
日
４
丁

目
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
28
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
５
２
６
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

94
億
３
１
１
２
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込

対象区域図

　個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）が
平成 27 年 9 月に改正され、本年 5 月 30 日から取り扱
う個人情報が 5,000 人分以下の事

※

業者も個人情報保護
法の適用の対象となります。
　このため、顧客や従業員の個人情報を、紙面やパソ
コンで名簿化して事業に活用している全ての事業者は、

個人情報保護法のルールに沿った個人情報の取り扱い
が必要となります。
※法人に限定されず、営利・非営利の別は問われない

ため、個人事業主やＮＰＯ、町内会・自治会などの
非営利組織も含まれます。

個人情報を取り扱う際の注意点
【その 1】個人情報を取得するときのルール

何に使うのか目的を決めて、本人に伝える
【その 2】個人情報を利用するときのルール

決めた目的以外のことには使わない
【その 3】個人情報を保管するときのルール

安全に管理する
【その 4】個人情報を他人に渡すときのルール

本人の同意を得る
【その 5】本人から個人情報の開示を求められたときのルール

本人からの「個人情報の開示請求」には応じる

平成 29 年
5 月 30 日より

全ての事業者に
個人情報保護法が適用されます！

個人情報とは？
　生存する個人に関する情報で、特定の個人を
識別することができるもののことです。

（例）
氏名・住所・生年月日、顔写真、顔認証データ、
マイナンバー、免許証番号など

詳しくは、個人情報保護委員会広報資料および
ホームページをご覧いただくか、個人情報保護法
質問ダイヤルへご相談ください。

☎ 03-6457-9849

　町では、駅前通りなどの空き店舗を活用する方
に対し、開業までに伴う経費の一部を補助します。

【補助対象者】
　年 260 日（通年営業）以上営業できる新規に出
店する個人または法人

【対象区域】
　駅前通りほか（右図参照）

【対象となる建物】
　対象区域で、かつて事業に使用されていた店舗
など

【対象経費】
　空き店舗などの改修、備品購入、駐車場整備な
ど開業までに要した経費

【補助率・補助金額】
　対象経費の 2 分の 1 以内、限度額は 150 万円
※補助金交付額のうち 2 割をくりやまギフトカード  

で交付します。
【対象期間】

　平成 32 年 3 月 31 日まで

【昨年の事業実績】
○学習指導会　栗山教室
○司法書士　いしおか事務所
○北大学力増進会

JR
栗
山
駅

南大通P

栗夢プラザ

中
央
通

役場

給食センター
対象区域

国道 234 号

日赤病院駅前通

個人情報保護委員会 検索
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み
等
に
よ
る
補
正
、
歳
出

で
は
財
政
調
整
基
金
積
立

金
の
追
加
等
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

以
上
２
件
の
条
例
は
、
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
関
係
部
分

の
条
例
改
正
で
す
。



栄誉に輝いた皆さん   おめでとうございます

元栗山町議会議員　青山　茂さん（88 歳）
　昭和 54 年から 3 期 12 年の長きにわた
り、町議会議員としてこの間、議会広報特
別委員会委員長などを務め、議会活動の経
過などを町民にわかりやすく周知すべく、
議会広報の編集上の指標づくりに尽力され
ました。
　青山さんは「家族や町民の皆さんの支え
のおかげです。今回の受章をうれしく思い
ます」と話していました。

高齢者叙勲

旭日単光章を受章

栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会
　平成 13 年から始めたハサンベツ地区の

「人が自然の恵みと共存する里山」復元活
動やハサンベツ川周辺での町民参加による
自然体験事業など、さまざまな活動を展開
していることが評価されました。
　髙倉淳実行委員長は「里山が評価され、
栗山町を発信するシンボルになりました」
と話していました。

緑化推進運動功労者

内閣総理大臣表彰を受章

「
グ
ロ
―
バ
リ
ズ
ム
の
中
の
民
俗
学
」

（
東
京
学
芸
大
学
、
平
成
24
年
３
月
）

と
い
う
報
告
書
が
出
て
き
た
。
そ
の

中
の
「
グ
ロ
―
バ
ル
化
時
代
に
お
け

る
『
民
俗
』
の
展
示
―
フ
ラ
ン
ス
国

立
民
間
伝
承
芸
術
博
物
館
の
移
転
・

改
組
案
を
事
例
に
―
」
と
い
う
出
口

雅
敏
氏
の
報
告
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
民

族
学
再
編
の
動
き
を
背
景
に
、「
脱

国
民
国
家
的
な
枠
組
み
へ
と
民
俗
の

展
示
の
場
が
再
編
さ
れ
て
」「
ヨ
―

ロ
ッ
パ
・
地
中
海
文
明
博
物
館
」
へ

変
わ
る
と
い
う
。
現
在
に
目
を
移
せ

ば
、
情
報
化
社
会
の
中
で
、
世
界
の

動
き
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
量
に
提

供
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
「
町
史
」
の
編
さ
ん
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
能
力
で
は

推
し
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
ふ
る

さ
と
栗
山
」
の
奥
深
さ
を
鎌
倉
氏
の

冊
子
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
同
時
に
、

国
際
化
社
会
で
の
栗
山
の
今
後
の
在

り
方
を
、
自
然
・
生
活
・
文
明
な
ど

の
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い

と
思
わ
さ
れ
て
い
る
。（
阿
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.12

国
際
化
の
中
の
栗
山
を
思
い
描
く

　

先
日
、「
太
子
堂
奉
賛
会
」
事
務

局
長
で
あ
っ
た
鎌
倉
修
吾
氏（
88
歳
）

か
ら
お
借
り
し
た
、
鎌
倉
氏
お
手
製

の
冊
子
を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

退
職
後
、２
年
間
で
書
き
上
げ
た
、

き
れ
い
な
手
書
き
で
書
か
れ
た
戦
争

体
験
記
『
青
春
の
か
け
ら
』
と
ワ
―

プ
ロ
で
打
た
れ
た
自
分
史
『
人
生　

走
馬
灯
の
如
し
』
で
、
い
ず
れ
も

１
５
０
ペ
ー
ジ
前
後
の
冊
子
と
な
っ

て
い
る
。「
体
験
記
」
は
詳
細
な
地

図
が
添
付
さ
れ
、「
自
分
史
」
は
生

ま
れ
育
っ
た
宮
城
県
（
仙
台
）
の
様

子
、
北
海
道
移
住
と
栗
山
定
住
の
経

緯
、
学
校
・
職
場
、
趣
味
同
好
会
、

寺
院
と
の
関
わ
り
な
ど
が
文
章
化
さ

れ
て
い
る
。

　

私
は
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
よ
う
な

見
識
と
汗
の
結
晶
と
も
い
え
る
冊
子

が
書
き
残
せ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。「
資
料
収
集
・
調
査
・

構
想
・
記
憶
・
文
章
」
力
に
驚
嘆
さ

せ
ら
れ
、
造
本
技
術
（
和
綴
じ
・
表

紙
付
）
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
こ

で
形
成
さ
れ
た
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
学
校
（
義
務
制
、
青
年
）
か
、

職
場
か
、
軍
隊
内
の
教
育
力
か
、
い

ろ
い
ろ
と
思
い
は
巡
る
の
で
あ
る
。

　

先
日
、
書
類
整
理
を
し
て
い
た
ら

　

先
月
、
町
若
者
定
住
推
進
室
の
業

務
と
し
て
首
都
圏
向
け
に
作
成
し
た

町
の
情
報
誌
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
飲
食
店
や
商
店
街
、病
院
、ス
ー

パ
ー
な
ど
、
ま
ち
の
施
設
の
情
報
や

町
内
在
住
の
パ
パ
・
マ
マ
＆
キ
ッ
ズ

た
ち
に
も
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
お

ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
や
魅
力
を
紹
介
す

る
な
ど
、
栗
山
町
で
の
暮
ら
し
の

様
子
が
分
か
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

札
幌
や
東
京
の
移
住
相
談
会
で
活

用
す
る
な
ど
、
都
市
部
の
若
者
・
子

育
て
層
に
栗
山
町
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
制
作
し

ま
し
た
。
特
産
品
の
ご
提
供
、
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

首
都
圏
の
若
者
・
子
育
て
層
に
向
け
て

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですVOL.12
　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
年
目
の
小
葉
松
真
里

で
す
。

　

栗
山
町
に
来
て
か
ら
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
若
者
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
首
都

圏
の
女
性
を
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
、
札
幌
の
大
学
生
を
受
け
入

れ
る
１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
活
動
を
通
し
て
町
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
２

年
目
も
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
仲
間
の
輪

創
造
委
員
会
の
新に

い
つ津
里
沙
で
す
。
昨

年
の
今
ご
ろ
に
栗
山
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
）
に
入
会
し
、
ち
ょ
う
ど
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

私
は
元
々
栗
山
町
民
で
は
な
く
、

あ
ま
り
栗
山
町
の
こ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
で
す
し
、
興
味
も
な
く
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

ご
縁
が
あ
り
Ｊ
Ｃ
に
入
会
す
る
こ
と

に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
は
活

動
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
や
細
か
い
言
葉
遣
い
な
ど
、

社
会
に
必
要
な
常
識
を
親
切
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
間
違
え
た
言
葉
遣
い

を
使
っ
て
い
て
も
教
え
て
も
ら
え

ず
、
間
違
え
た
ま
ま
で
し
た
。
で
す

が
、
間
違
え
を
言
い
合
え
る
仲
間
に

出
会
い
少
し
ず
つ
で
す
が
私
自
身
変

わ
り
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
職
業
も
考
え
方

も
違
う
中
で
意
見
を
出
し
合
い
事
業

を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
お
互
い
学

ぶ
所
や
気
付
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
も
Ｊ
Ｃ
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
マ
チ
の

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.65

女
性
目
線
で
積
極
的
に
活
動
す
る

こ
と
を
真
剣
に
語
り
合
い
、
日
々
奔

走
し
て
い
る
姿
は
非
常
に
尊
い
も
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、活
動
を
通
し
て
「
マ
チ
」

に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
る

こ
と
は
、
私
の
大
き
な
財
産
で
す
。

　

マ
チ
の
た
め
に
、
社
会
人
と
し
て

の
責
任
を
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
れ
か

ら
も
諸
先
輩
方
を
見
習
う
と
と
も

に
、
女
性
目
線
で
の
事
業
の
提
案
な

ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
栗
山
町
で

す
。」
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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風
邪
な
ど
）
に
な
っ
た
」「
ト

ラ
ブ
ル
（
夫
の
い
る
女
性
を
妊

娠
さ
せ
た
、
会
社
の
金
を
無
く

し
た
な
ど
）
が
あ
り
、
お
金
が

必
要
」「（
知
り
合
い
、
上
司
、

弁
護
士
）
に
お
金
を
受
け
取
り

に
向
か
わ
せ
る
か
ら
、
来
た
ら

渡
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う

内
容
の
電
話
が
入
り
ま
す
。

対　
策

◆
常
に
留
守
番
電
話
に
す
る 

犯
人
は
声
を
録
音
さ
れ
る

こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
。

◆
い
つ
も
連
絡
を
取
っ
て
い
る

番
号
に
連
絡
す
る 

　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

を
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
合
言
葉
を
決
め
る

　

怪
し
い
電
話
が
来
た
と
き

の
た
め
に
家
族
だ
け
が
わ

か
る
合
言
葉
を
決
め
ま

し
ょ
う
。

　

家
族
を
心
配
す
る
心
に
付
け

込
ん
だ
、
悪
質
な
手
口
で
す
！

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
知

ら
な
い
人
に
お

金
を
渡
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
！

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【連絡先・問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
北
海
道
２
０
１
７

　

無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
と

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

無
事
故
・
無
違
反
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
実
施
期
間

７
月
１
日
㈯
か
ら
10
月
31

日
㈫
ま
で
の
４
カ
月

◆
参
加
資
格

自
動
車
運
転
免
許
保
有
者

（
町
内
に
居
住
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
）

◆
参
加
部
門

５
人
チ
ー
ム
部
門

３
人
チ
ー
ム
部
門

個
人
（
１
人
）
部
門

◆
手
数
料

参
加
者
数
×
６
３
０
円
（
申

請
時
に
振
込
手
数
料
が
別

途
必
要
）

◆
申
込
期
限

６
月
30
日
㈮
ま
で

◆
申
込
方
法

栗
山
警
察
署
ま
た
は
町
交

通
安
全
協
会
（
役
場
住
民
生

活
課
内
）
に
備
え
置
き
の
参

加
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
手
数
料
を
添
え
て
郵

便
局
か
ら
申
し
込
み

発
令
さ
れ
ま
し
た
！

「
特
殊
詐
欺
警
報
」

　

道
内
で
は
、
親
族
の
名
を
か

た
り
現
金
を
要
求
す
る
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
を
は
じ
め
と
し
た

特
殊
詐
欺
が
多
発
し
、
５
月
に

「
特
殊
詐
欺
警
報
」
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は
、
子

ど
も
や
親
戚
だ
け
で
な
く
、
警

察
官
や
銀
行
員
・
弁
護
士
、
最

近
で
は
女
性
か
ら
と
、
手
口
は

巧
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手　
口

　

突
然
の
電
話
で「
息
子
や
孫
」

を
名
乗
り
「
病
気
（
耳
の
裏
に

し
こ
り
、
の
ど
に
ポ
リ
ー
プ
、

６
月
は
「
環
境
月
間
」

不
法
投
棄
は
「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」

　

町
内
で
は
、
毎
年
多
く
の
不

法
投
棄
物
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
す
で
に
６
件
に

の
ぼ
り
、
山
林
・
田
・
畑
・
河

川
・
道
路
脇
な
ど
に
廃
タ
イ
ヤ
、

廃
家
電
、
自
転
車
な
ど
が
数
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、

自
然
環
境
や
美
観
を
損
な
う
だ

け
で
は
な
く
、
河
川
の
汚
染
や

悪
臭
の
原
因
と
な
り
、
私
た
ち

の
健
康
や
生
活
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
環
境
を

つ
く
る
に
は
「
地
域
の
目
」
が

非
常
に
重
要
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
は
、
町
環
境
政
策
課

ま
た
は
栗
山
警
察
署
（
☎
�

０
１
１
０
）に
通
報
願
い
ま
す
。

不
法
投
棄
で
検
挙
さ
れ
る
と
…

　

５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

も
し
く
は
そ
の
両
方
が
課
さ
れ

ま
す
。

自
分
の
所
有
地
に
ご
み
を
捨
て

ら
れ
た
場
合
は
…

　
「
自
分
の
所
有
地
を
見
に
行

く
と
多
量
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
た
」
な
ど
の
ご
相
談
を
受

け
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
所
有
地
・
管
理
地
に

不
法
投
棄
が
行
わ
れ
、
ご
み
の

投
棄
者
が
判
明
し
な
い
場
合
は

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
自

ら
の
責
任
で
ご
み
を
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
し
、

見
通
し
の
き
く
き
れ
い
な
状
況

に
し
て
お
く
」「
定
期
的
に
見

回
り
を
す
る
な
ど
、
常
に
土
地

の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
」
な

ど
の
対
策
に
よ
り
、
不
法
投
棄

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ご
み
回
収

　

例
年
、
雪
解
け
と
と
も
に
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
ご
み
拾
い
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
拾
い
用
の
袋

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
環
境
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

堆 肥

栗 肥 土 は、 役 場・ 角 田
農村環境改善センター・
南部公民館で随時販売
しています。
ぜひ、ご活用ください。

【価格】
１袋（10kg）300 円

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 随時販売中 !

廃タイヤなどの不法投棄物

取引や証明に使うはかりは、定期検査が必要です

　商店やスーパーマーケット、病院などで取引や
証明に使用する「はかり」は、計量法に基づき２
年に１回は定期検査を受けなければなりません。
※「取引」とは商品の量り売りなど、「証明」と

は健康診断結果の記録などのことです。

【定期検査日程】
　6 月 15 日㈭   9 : 30 ～ 16 : 00
　役場車庫
　6 月 16 日㈮   9 : 30 ～ 10 : 15
　角田農村環境改善センター 
　6 月 16 日㈮ 10 : 45 ～ 11 : 30
　南部公民館

【問い合わせ】
　町ブランド推進課　☎ 73-7516

まちづくり審議会・委員会
町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を推進しています。

募 集
政策評価委員会

▲

【申込期間】6 月 1 日㈭～ 19 日㈪ 必着
【応募資格】3 機関以上の町の審議会・委員会などの委員は応募不可
【応募方法】・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出

　　　　　・申込書は下記申込先で配布するほか、町ホームページからもダウンロード可能
【決定方法】申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません。
【協議内容】評価対象事業の選定（3 事業程度）と学習、総合判定・改善点の検討など
【公募人数】4 人（総委員数 5 人）
【応募資格】町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
【任　　期】委嘱のあった日から平成 31 年 3 月 31 日まで（2 年）
【会議など】・7 月～ 2 月の間、平日の夜間（120 分程度）月 1 回・年 8 回程度を予定

　　　　　・会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
　　　　　・この会議は原則公開

【申込先・問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502　FAX72-3179
　　　　　　　　　　 Ｅメール tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp
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※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

胃
食
道
逆
流
症
の
お
話
し　
そ
の
１

と
く
ち
内
科
胃
腸
科
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク  
院
長

久ひ
さ
の野　
和
成

て
い
る
場
所
）
を
通
し
て
、
胃
底
部
が

横
隔
膜
の
上
部
に
脱
出
し
た
状
態
を
食

道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
と
呼
び
ま
す
が
、
こ

の
状
態
の
人
は
逆
流
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
（
図
１
）。

　

高
血
圧
治
療
に
使
わ
れ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
拮
抗
薬
、
狭
心
症
治
療

に
使
わ
れ
る
亜
硝
酸
剤
な
ど
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｓ
圧
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
逆
流
症
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
合
し
て
胃
食
道
逆
流
症
が
発
生
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
胃
食
道
逆
流
症
の
治
療
と

予
防
に
関
す
る
お
話
し
で
す
。

る
の
は
噴
門
が
一
時
的
に
開
い
て
胃
に

た
ま
っ
た
空
気
を
出
す
現
象
（
一
過
性

Ｌ
Ｅ
Ｓ
弛
緩
）
が
起
こ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
現
象
は
胃
底
部
（
胃
の
上
部
）
の

伸
展
刺
激
に
よ
る
も
の
で
必
ず
し
も
病

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

こ
の
際
に
空
気
と
一
緒
に
胃
酸
が
逆
流

す
る
こ
と
が
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
の
原
因
と
し
て

大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

胃
酸
逆
流
の
約
60
～
80
％
は
一
過
性

Ｌ
Ｅ
Ｓ
弛
緩
に
伴
い
発
生
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
噴
門
の
一
時
的

弛
緩
は
暴
飲
暴
食
、
早
食
い
、
食
べ
た

後
す
ぐ
横
に
な
る
な
ど
、
食
べ
方
に

よ
っ
て
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高

脂
肪
食
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
胃
の
中
に
長
時
間
内
容
物

が
残
る
よ
う
な
人
は
胃
の
内
圧
が
上
が

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
逆
流
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

肥
満
は
腹
腔
お
よ
び
胃
の
内
圧
上
昇

に
伴
っ
て
逆
流
発
生
の
悪
化
因
子
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
常
に
前
屈
み
の
人

も
胃
の
圧
迫
に
よ
り
胃
酸
が
逆
流
し
や

す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

食
道
裂
孔
（
横
隔
膜
を
食
道
が
貫
い

炎
が
あ
っ
て
も
症
状
が
少
な
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
逆
流
に
よ
る
症
状
ま
た
は

食
道
炎
の
ど
ち
ら
か
が
治
療
を
必
要
と

す
る
状
態
で
あ
れ
ば
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
と
診
断

し
ま
す
。

　

内
視
鏡
検
査
で
食
道
炎
が
あ
る
も
の

を
逆
流
性
食
道
炎
と
呼
び
、
ひ
ど
い
胸

や
け
が
あ
る
も
の
の
食
道
炎
が
確
認
で

き
な
い
も
の
を
非
び
ら
ん
性
胃
食
道
逆

流
症
「
Ｎナ

ー

ド

Ｅ
Ｒ
Ｄ
」
と
呼
び
ま
す
。
ど

ち
ら
も
食
道
に
胃
酸
が
逆
流
し
て
起
こ

る
病
気
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
、
治

療
法
も
同
じ
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
胃
酸
の
食
道
へ
の

逆
流
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

食
道
と
胃
の
つ
な
ぎ
目
を
解
剖
学
的

に
は
噴ふ

ん
も
ん門

と
呼
び
ま
す
。
正
常
な
噴
門

に
は
下
部
食
道
括
約
筋
（
Ｌ
Ｅ
Ｓ
）
と

呼
ば
れ
る
逆
流
を
防
ぐ
構
造
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
能
が
低
下
す
る
と
胃

液
の
逆
流
が
起
こ
り
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
た
時
に
「
げ
っ
ぷ
」
が
出

胃
食
道
逆
流
症
と
は

　

皆
さ
ん
は
、「
胸
や
け
」
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
胸
骨
の
裏
の
灼
熱

感
（
焼
け
る
感
じ
）
を
「
胸
や
け
」
と

呼
び
ま
す
。
胃
食
道
逆
流
症
（
医
師

の
間
で
は
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
Ｇガ

ー

ド

Ｅ
Ｒ
Ｄ
」）
と
読
ん
で
い
ま
す
）
は
、

胸
や
け
を
起
こ
す
代
表
的
な
病
気
で
、

胃
の
内
容
物
が
食
道
に
逆
流
し
て
起
こ

る
症
状
を
い
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
胃
の
内
容
物
が

頻
繫
に
食
道
に
逆
流
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
胃
酸
で
胸
や
け
や
口
の
中
ま
で

酸
っ
ぱ
い
水
が
上
が
っ
て
く
る
感
じ

（
呑ど

ん
さ
ん酸
）
が
起
こ
り
ま
す
。
中
に
は
狭

心
症
と
紛
ら
わ
し
い
胸
の
痛
み
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

逆
流
症
状
の
ほ
か
、
胃
酸
に
よ
っ
て

食
道
粘
膜
が
た
だ
れ
て
食
道
炎
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
あ
っ
て

も
食
道
に
異
常
が
な
か
っ
た
り
、
食
道

検査が充実！いきいき健診

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

（表 1）
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※文中図は、日本消化器病学会編「胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）ガイドブック」より引用しました。

食道と胃の関係
－正常像と食道裂孔ヘルニア

（図 1）

食道裂孔
ヘルニア

正　常

い
き
い
き
健
診
の
検
査
内
容
が

一
部
追
加
に
な
り
ま
し
た

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
は
大
切
で
す
。
心
筋
梗
塞
・
脳

梗
塞
な
ど
の
予
防
の
た
め
に
、
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
い
き

い
き
健
診
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
い
き
い
き
健
診
の

検
査
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
変
更
点

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
特
定
健
診
の

申
込
方
法
や
健
診
機
関
な
ど
の
詳
細

は
、
広
報
く
り
や
ま
平
成
29
年
４
月
号

折
り
込
み
の「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対　
　
象

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

◆
検
査
項
目

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血

液
・
尿
検
査
（
貧
血
・
脂
質
・
糖
代
謝
・

肝
機
能
・
腎
臓
機
能
）

＊
北
海
道
対
が
ん
協
会
・
結
核
予
防
会
・

札
幌
厚
生
病
院
で
受
診
の
方
は
心

電
図
・
眼
底
検
査
が
含
ま
れ
ま
す
。

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

◆
日
程　
６
月
25
日
㈰
※
女
性
限
定

◆
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　
結
核
予
防
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

◆
日
程　
７
月
４
日
㈫

◆
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　
北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
日
程　
６
月
26
日
㈪

◆
場
所
・
時
間

○
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
前
９
時
半
～
11
時

○
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　

午
後
０
時
15
分
～
１
時

○
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
半
～
２
時

○
栗
山
町
役
場

　

午
後
２
時
45
分
～
４
時
半

従来の検査内容 変更点（追加） 追加の検査でわかること

※身体計測
身長・体重・BMI
※血圧測定

腹囲

○腹囲
内臓脂肪の蓄積を調べます。内臓脂肪が
過剰にたまると、さまざまな生活習慣病
になる恐れがあります。
○空腹時血糖
飲食によって変動するため、空腹時の血
糖値を調べる検査です。糖尿病は症状が
ないまま進行します。HbA1c（平均血糖値）
と調べることで、糖尿病の診断基準と照
らし合わせて判定するのに役立ちます。
○クレアチニン・e-GFR（推算糸球体濾過量）
腎臓の働きを調べる検査です。初期には
症状がない慢性腎臓病（CKD）を早く見
つ け る た め に 必 要 な 検 査 で す。CKD は
進行すると自然に治ることはなく、人工
透析が必要になったり、脳梗塞・心筋梗
塞のリスクが増すため、早期発見が必要
です。
○尿酸値
体内での尿酸の産生と排泄のバランスを
調べる検査です。尿酸値は高くなっても
症状がなく、高値が続くと痛風や慢性腎
臓病（CKD）、などを起こします。
○貧血検査
貧血状態や栄養状態を調べる検査です。
高齢の方は、食欲が落ちるなどの理由で
低栄養状態になりやすく、貧血になって
も症状が持病等で隠れやすく、気づきに
くい状況にあります。

※血液検査
血中脂質

（ 中 性 脂 肪・HDL コ レ
ステロール・LDL コレ
ステロール）
肝機能

（GOT・GPT・γ -GPT）
血糖

（HbA1c）

血糖
（空腹時血糖）

腎機能
（クレアチニン・e-GFR）
（尿酸値）

貧血検査
（赤血球・ヘモグロビン・

ヘマトクリット）

※尿検査
（尿糖・尿たんぱく） 変更なし

見過ごされやすい病
気も、健診でわかる
なんて、受けておけ
ば安心だね！
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つ
い
に
オ
ー
プ
ン
！

栗
山
公
園
と
な
か
よ
し
動
物
園

4
29

　

栗
山
公
園
と
園
内
の
な
か
よ
し
動

物
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
動
物

園
の
入
り
口
前
に
は
オ
ー
プ
ン
を
待

ち
望
ん
で
い
た
親
子
連
れ
な
ど
の
長

い
列
が
で
き
、
オ
ー
プ
ン
記
念
に

配
ら
れ
た
お
菓
子
を
受
け
取
る
と
、

さ
っ
そ
く
動
物
園
に
入
場
。
来
場
者

は
、
園
内
を
見
て
ま
わ
り
、
動
物
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
春
の
休
日
の
ひ
と
と

き
を
満
喫
。
た
か
は
し
ダ
リ
ア
の
高

橋
和
則
店
長
は
「
全
道
一
の
楽
し
い

公
園
に
な
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
園
児
23
人
が
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
泉
徳
苑
を
訪
れ
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
法は

っ
ぴ被
を

着
て
「
火
の
用
心
」
の
の
ぼ
り
を
さ

し
た
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
の
鉢
花
と
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
入
所
者
一
人

ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

ま
た
、
栗
山
地
区
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
11
人
は
、
北
雄
ラ
ッ
キ
ー
栗
山

店
前
と
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
栗
山
店
前

で
訪
れ
た
買
い
物
客
ら
に
火
の
用
心

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」呼
び
か
け
る

幼
年・女
性
防
火
ク
ラ
ブ

4
27

「
農
家
の
嫁
」基
礎
か
ら
学
ぶ

農
業
女
性
塾
入
塾
式

5
 8

　

若
手
女
性
農
業
者
の
意
欲
と
関
心

を
高
め
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
く
り
や

ま
農
業
女
性
塾
が
雨
煙
別
小
学
校
コ

カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
始
ま
り

ま
し
た
。
一
般
財
団
法
人
栗
山
町
農

業
振
興
公
社
が
主
催
し
、
本
年
度
は

新
た
に
入
塾
さ
れ
た
６
人
を
含
む
15

人
が
「
農
業
や
地
域
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
よ
う
！
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

町
内
外
の
研
修
ツ
ア
ー
や
食
育
講
座

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
入
塾
式

で
は
、高
間
嘉
之
理
事
長
代
理
が「
家

族
ぐ
る
み
で
交
流
の
場
を
広
げ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

札
幌
市
民
と
米
づ
く
り

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー

5
 13

　
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
主
催
の
田

植
え
体
験
ツ
ア
ー
が
継
立
の
國
岡
晃

平
宅
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ツ
ア
ー
は
札
幌
市
白
石
区
の
親
子
な

ど
を
対
象
と
し
、
田
植
え
体
験
を
通

し
て
農
業
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
食

育
や
米
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
記
念
す

べ
き
30
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
親
子

連
れ
約
60
人
が
参
加
。
10
ア
ー
ル
の

水
田
に
ゆ
め
ぴ
り
か
の
苗
を
農
協
青

年
部
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ひ

と
苗
ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し

た
。
白
石
区
か
ら
参
加
し
た
日ひ

ま
わ
り廻
文

花
さ
ん
は「
田
植
え
は
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
道
民
交
通
安
全
の
日
」
に
合
わ

せ
て
交
通
安
全
の
街
頭
啓
発
が
、
桜

丘
の
国
道
２
３
４
号
沿
い
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
交
通
安
全
協
会
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
札
幌
ト
ラ
ッ
ク
協
会

南
空
知
支
部
や
町
交
通
安
全
ゆ
り
の

会
、
栗
山
自
動
車
学
校
の
職
員
な
ど

関
係
者
約
40
人
が
参
加
。「
交
通
安

全
」と
書
か
れ
た
黄
色
い
旗
を
振
り
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
栗
山
警
察
署
員
の
誘
導
で
駐
車

場
に
入
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
手
作
り

の
お
守
り
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
手
渡
す
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

循
環
型
の
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
て

コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

5
20

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

桜
山
の
町
有
地
で
植
樹
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
植
樹
か
ら
木
の
活
用
ま
で

を
視
野
に
入
れ
た
循
環
型
の
森
林
づ

く
り
の
活
動
を
続
け
て
今
年
で
７
回

目
。
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
60
人

は
空
知
総
合
振
興
局
森
林
室
の
職
員

か
ら
植
樹
の
指
導
を
受
け
、
約
20

ア
ー
ル
の
町
有
地
に
４
０
０
本
の
ト

ド
マ
ツ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
札
幌
市

か
ら
お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
河
村
拓

人
く
ん
は
「
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
く

植
樹
で
き
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。  

日
ハ
ム
に
エ
ー
ル
を
！

栗
山
監
督
応
援
花
壇

5
19

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
栗
山
英
樹
監
督
を
応
援
し
よ
う
と

栗
山
公
園
に
設
置
し
て
い
る
栗
山
監

督
応
援
花
壇
が
来
園
者
の
目
を
引
い

て
い
ま
す
。
花
壇
で
は
、
日
ハ
ム
が

勝
利
し
た
翌
日
に
白
い
花
を
植
え
て

お
り
、
花
壇
横
に
は
来
園
者
が
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
飾
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、「
優
勝
目
指
し
て
頑
張
れ
！
」

な
ど
と
書
か
れ
た
約
70
点
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
公
園

案
内
所
に
て
無
料
で
記
入
が
可
能
。

公
園
の
管
理
担
当
者
は
「
た
く
さ
ん

の
方
の
記
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ド
作
戦

交
通
安
全
街
頭
啓
発

5
15

悪
質
商
法
へ
の
注
意
呼
び
か
け
る

消
費
者
協
会

5
17

　

悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
防
止
に
向

け
、
栗
山
消
費
者
協
会
ら
関
係
団
体

が
町
内
の
ス
ー
パ
ー
前
な
ど
３
カ
所

で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
ッ

キ
ー
栗
山
店
前
で
は
同
協
会
会
員
６

人
が
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。
栗
山
警
察
署
職

員
や
木
内
勲
雄
防
犯
協
会
会
長
ら
も

応
援
に
駆
け
付
け
、
買
い
物
客
に
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
り
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
土
井
道
子
会
長
は

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
訪
問
販
売
な
ど
、

詐
欺
の
手
口
は
と
て
も
巧
妙
。
一
人

で
判
断
せ
ず
、
遠
慮
な
く
南
空
知
消

費
生
活
相
談
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

　不意に訪問してきた事業者に、冷静な判断ができないまま
契約をしたり、勧誘を拒否しているのに勧誘を強要されたと
いうことはありませんか？
　このような訪問販売被害の未然防止に極めて重要なのが、

「訪問販売お断りステッカー」です。
　このステッカーは、「訪問販売しないでください」「勧誘は
禁止ですよ」ということを明確にしており、玄関先に貼るこ
とで訪問販売を断る意思を示しているルールになっていま
す。勧誘拒否の意思を示してい
るわけですから、訪問販売の勧
誘をする行為は、自由な意思を
妨害し、不当な取引として違反

（北海道消費生活条例第 16 条
第 1 項）になります。
　ぜひ、ご自宅の玄関先に貼っ
て活用してください。

【ステッカー備え置き場所】
　町ブランド推進課
　（役場新庁舎 3 階）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室
です

6 月のイベント「青空ぬりえ広場」

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山公園栗山公園栗山公園

だよりだよりだより
Vol.111

　

ペットの写真
コンテスト作品展開催

　まちの駅「栗夢プラザ」で、5 月 18 日
から「ペットの写真コンテスト作品展」
が開かれています。町民の皆さんから寄
せられた素敵な作品 23 点が並び、来館
した町内外の方々を楽しませています。
まちの駅の伊藤信之駅長は「かわいらし
い動物の姿を見ていただければと思いま
す」と話していました。作品は 6 月 11
日まで展示され、選ばれた写真には栗夢
プラザ賞がプレゼントされます。
大好評！おそばの日

手打ちそばの日
【今月の「そばの日」（限定 30 食）】

　6 月 2 日、9 日、16 日、23 日、30 日
　（毎週金曜日　11：00 ～ 12：30）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展
示会などでのホールや会議室のご利
用をお待ちしています。
　まずは、ご相談ください！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

まちの駅まちの駅まちの駅

イベントイベントイベント 6月

「訪問販売お断りステッカー」
貼られていますか？

　地域で子育ての手助けが必要な方と手助けができる方が会員となり、安心して子
育てができる環境づくりをお手伝いする事業が 2 年目を迎え、現在、会員数が 67
人になりました。
　お子さんを預かることは、ご自宅のほか施設や病院などの外出先でも可能です。
詳細は右記のアドバイザーにご確認ください。
　また、子育てをお手伝いできる方（提供会員）の研修を年 2 回開催しています。
今年 1 回目は 6 月 29 日㈭からです。詳しくは折り込みチラシをご覧ください。

サポート・センターサポート・センターサポート・センター

栗山町ファミリー・栗山町ファミリー・栗山町ファミリー・

あなたの子育て応援します！あなたの子育て応援します！あなたの子育て応援します！

【感想】
　自分の体調が悪くなり、近くに身内
がいなく頼れる人が居なかった時、す
ぐ対応してくれて助かりました。自宅
での支援は、子どもも安心だし、出掛
ける用意をしなくて済むのが良かった
です。施設での預かりは、おもちゃも
たくさんあり、子どもも喜んでいまし
た。それ以外で歯医者でも託児をして
もらい臨機応変の対応をしてくれて良
かったです。

【今後】
　体調不良の時、出掛けたりする時に
使ってみたいです。

【感想】
　一番良かったのは 0 才から預かって
もらえたことです。自宅で見てもらっ
たので出掛ける荷物の用意をしなくて
も済み良かったです。最初は他人が
自分の留守の時、家に入るのに抵抗が
あったのですが、知っている人だった
ので安心しました。自宅での保育は、
感染症などの心配がないのが良いと思
います。

【今後】
　上の子どもたちが通う幼稚園で行わ
れる行事の時に使いたいと思います。

下屋敷千尋さん
　　　萌彩ちゃん（5 歳）
　　　美結ちゃん（1 歳）

山形香奈さん
　　美晴ちゃん（5 歳）
　　宗康くん（3 歳）
　　桃香ちゃん（5 カ月）
　　百合香ちゃん（5 カ月）

【申込先・問い合わせ】
　栗山町ファミリー・
　サポート・センター
　＜委託先事業所＞
　株式会社クオス
　＜住所＞　
　中央２丁目
　（うららくりやま駅前）
　＜担当＞
　アドバイザー　羽鳥
　☎ 090（6695）6084

・・・・・利用者の声・・・・・

会員募集中！

太陽の下でぬりえを楽しんでみませんか？
動物のイラストが描かれたぬりえは全部で 10 種類！
好きなぬりえをチョイスして自由に塗ってくださいネッ♪
完成したぬりえはプレゼントします！！
栗山公園の思い出の一つとしてお持ち帰りください★

【日時】6 月 1 日㈭～ 30 日㈮　10：00 ～ 16：00
【場所】なかよし動物園

※天候不良の場合は中止することがあります。
※クレヨン・色えんぴつの貸し出しもしています。

お子さんから大人の方まで、皆さんでご参加ください !
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コンビニ納付が
できます！

町税納期限

6 月 30 日（金）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町道民税　　　１期

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

　

６
月
1
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
　

町
職
員
が
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や

　

半
袖
シ
ャ
ツ
な
ど
の
過
ご
し
や

す
い
服
装
で
勤
務
す
る
「
ク
ー
ル

ビ
ズ
」
を
左
記
の
期
間
に
励
行
し

ま
す
。

◆
励
行
期
間

　

6
月
1
日
㈭
～
9
月
30
日
㈯

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

　　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
！

　
　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
毎
年
６

　

月
中
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

·
該
当
者
に
は
現
況
届
の
用
紙
が
送

　

付
さ
れ
ま
す
。

·
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

　
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

　

ま
せ
ん
。

◆
提
出
期
限

　
６
月
30
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ　

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ　

　

☎
�
２
２
２
２

21 広報くりやま　2017. 6 202017. 6　広報くりやま   

く

ら

し

　
「
電
波
の
ル
ー
ル
」を
守
り
ま
し
ょ

　
う
！

　
　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
個
人
的

　

な
無
線
技
術
の
興
味
に
基
づ
い
て

　

行
う
た
め
の
無
線
で
す
。
工
事
・

　

除
排
雪
・
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
の

　

仕
事
に
関
す
る
通
信
に
ア
マ
チ
ュ

　

ア
無
線
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

　

は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適
正

　

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い

　

ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や

ご
相
談
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
総
合
通
信
局　

○
☎
0
１
１
（
７
３
７
）
0
0
9
9

　
（
平
日
：
午
前
8
時
半
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
５
時
）

○
電
子
メ
ー
ル　

　

soudan-hokkaido@soum
u.go

.jp

　

北
海
道
総
合
通
信
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.soum

u.go.jp/
soutsu/hokkaido/

　

　

来
春
の
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の

　
求
人
受
付
を
開
始
し
ま
す

　
　

例
年
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求

　

人
受
付
は
６
月
20
日
か
ら
で
し
た

　

が
、
今
年
度
は
６
月
１
日
か
ら
求

　

人
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
学
校

へ
の
求
人
公
開
開
始
は
７
月
１
日

　

か
ら
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
若
年

　

労
働
者
確
保
の
た
め
に
早
期
の
求

　

人
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
申

　

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

千
歳
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
担
当

　

☎
０
１
２
３
（
２
４
）
２
１
７
７

　

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
！

　
　

札
幌
運
輸
支
局
で
は
、
こ
れ
ま

　

で
も
不
正
改
造
車
の
排
除
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
特
に
毎
年
６
月

を「
不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間
」

と
し
て
一
層
強
力
に
取
り
組
む
こ

　

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

暴
走
行
為
、
過
積
載
な
ど
を
目

　

的
と
し
た
不
正
改
造
車
は
、
安
全

　

を
脅
か
し
道
路
交
通
の
秩
序
を
乱

　

す
と
と
も
に
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大

　

気
汚
染
、
騒
音
な
ど
の
環
境
悪
化

の
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

こんなときには…

　国民年金は、日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての人が加入しな
ければなりません。届け出は加入する時だけでなく、被保険者種別が
変わったときにも必要です。もし届け出されなかった場合、年金額が
少なくなったり、受け取れない場合もありますので、必ず届け出をし
ましょう。

届け出が必要なとき 異動の内容 持参するもの

20 歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

第１号被保険者 ・印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金や共済年金を喪失した場合）

第２号被保険者から第１号被保
険者

（第３号被保険者に該当する場
合を除く）

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が退職したとき。または扶養から外
れたとき

第３号被保険者から第１号被保
険者

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

の届け出が必要です
【問い合わせ】

　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
、
ク
リ
ア

レ
ン
ズ
の
装
着
に
よ
る
灯
火
色
の

変
更
、
基
準
外
の
マ
フ
ラ
ー
の

取
り
付
け
な
ど
自
動
車
部
品
の
取

り
付
け
や
取
り
外
し
な
ど
に
よ
り

保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
て

も
、
違
法
で
あ
る
と
の
認
識
の
な

い
ま
ま
に
改
造
を
行
っ
て
い
る
自

動
車
使
用
者
も
見
受
け
ら
れ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

不
正
改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
はwww.tenken-seibi.

　

com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
「
不
正
改
造
車
１
１
０
番
」（
国
土

　

交
通
省　

北
海
道
運
輸
局
札
幌
運

　

輸
支
局　

検
査
整
備
保
安
担
当
）

　

☎
０
１
１
（
７
３
１
）
７
１
６
８

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催

　
　

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
介

護
に
不
安
が
あ
る
方
、
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
ま
り
、
抱
え
て
い
る

悩
み
な
ど
を
話
で
き
る
「
憩
い
の

場
」
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　
６
月
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
ッ
キ
ー

先
生
の
音
楽
健
康
塾
～
音
楽
の
チ

カ
ラ
で
認
知
症
予
防
～
」
で
す
。

◆
日　
　

時

　
６
月
21
日
㈬　

午
後
１
時
半
～
３
時

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

　

☎
�
２
６
０
０

　　
第
11
回
初
夏
祭
の
ん
の
さ
ん
の
縁
日

◆
日　
　

時

　

6
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

　

6
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

◆
場　
　

所　
　

　

大
聖
寺
境
内
（
継
立
5
番
地
1
）

◆
内　
　

容

・
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
、
キ
リ
ガ
ミ
ス

ト
千
陽
、
ト
イ
シ
ア
タ
ー
、
お
え

か
き
っ
こ 

み
ゆ

・
「
る
み
る
み
」
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

・
太
鼓
よ
さ
こ
い
な
ど
の
郷
土
芸
能

・
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ム
（
景
品
あ
り
）、

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

・
Ｎ
＠
Ｓ
Ｔ
Ｙ
他
ラ
イ
ブ

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
聖
寺　
　

　

☎
�
２
１
０
８

　

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
ツ
ア
ー
名

　

初
夏
香
る
岩
見
沢
・
月
形
の
庭
園

　

満
喫
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日　
　

時

　
６
月
30
日
㈮　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
見
学
場
所

［
岩
見
沢
市
］
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
ヒ
ル

ズ
、
玉
泉
館
跡
地
公
園
、
北
村
温

泉
（
昼
食
）

［
月
形
町
］
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
、

月
形
樺
戸
博
物
館

◆
参
加
料

　

大
人　
　
２
５
０
０
円

　

小
人　
　
１
４
５
０
円　
　

※
入
場
料
、
昼
食
代
、
入
湯
料
を
含

　

み
ま
す
。

◆
申
込
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

◆
定　
　

員　

10
人　
　

※
参
加
者
少
数
に
よ
り
中
止
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
集
合
場
所

　

栗
山
町
役
場
新
庁
舎
前

◆
主　
　

催

　

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

催

し



　

栗
山
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
員

募
集

　
　

地
域
の
防
火
意
識
の
向
上
に
役

立
つ
大
切
な
存
在
と
し
て
、
町
内

で
活
躍
す
る
女
性
の
皆
さ
ん
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容

　

火
災
予
防
運
動
の
広
報
活
動
や
消

防
演
習
、
防
災
訓
練
、
各
種
研
修

会
へ
の
参
加
な
ど

◆
応
募
資
格

　

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
明
朗
快
活
な

女
性

◆
募
集
期
間

　

随
時
募
集

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署　

生
活

安
全
課
予
防
係

　

☎
�
０
１
５
０

　

第
42
回
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
出
場
者
募
集

◆
日

時　

・
７
月
22
日
㈯

　

午
後
３
時
～
４
時
半

・
７
月
23
日
㈰

　

午
後
２
時
半
～
４
時
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※
他
の
行
事
と
の
時
間
調
整
な
ど
に

よ
り
、
時
間
帯
が
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
場

所

　

駅
前
通
り
商
店
街
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆
音
響
機
器

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
「
ジ
ョ
イ
サ
ウ
ン

ド
Ｆ
１
」

※
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

◆
参
加
資
格

　

町
内
外
問
わ
ず

◆
定　
　

員

　

60
人
（
各
日
30
人
／
組　
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
発
表
日
時
は
実
行
委
員
会
で
決
定

し
後
日
、
参
加
さ
れ
る
方
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
６
月
16
日
㈮

※
実
行
委
員
会
に
用
意
し
て
い
る
申

込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局　

牧
野
・
木
藤
（
栗
山
商

工
会
議
所
内
）

　

☎
�
１
２
７
８

　

℻
�
4
0
0
1

　

税
務
職
員
募
集

　
　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
で
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

高
卒
見
込
み
の
者
お
よ
び
高
卒
後

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

◆
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
６
月
19
日
㈪
～
28
日
㈬

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　
６
月
19
日
㈪
～
21
日
㈬
「
通
信
日

付
印
有
効
」

　

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事

院
地
方
事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持

参
に
よ
り
申
込
書
を
提
出

◆
申
込
先

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

〒
０
６
０ -

０
０
４
２

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

◆
第
１
次
試
験
日

　
【
基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、

作
文
試
験
】

　
９
月
３
日
㈰

◆
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

10
月
５
日
㈭

◆
第
２
次
試
験
日

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

募

集

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

　
【
人
物
試
験
、
身
体
検
査
】

　

10
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮
の
う
ち
指

定
す
る
日

◆
最
終
合
格
発
表
日

　

11
月
14
日
㈫

◆
問
い
合
わ
せ

　

最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用

担
当

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
５
０
１
１

内
線
２
３
１
５

　

狩
猟
免
許
試
験

◆
日　
　

時　

　

8
月
6
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

◆
場

所　

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
予
備
講
習
（
受
験
者
対
象
）

　

7
月
30
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

・
場　
　

所

　

岩
見
沢
市
民
会
館　

ま
な
み
ー
る

・
受
講
料

　

第
１
種
ま
た
は
第
２
種
（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）　　

  　
７
５
０
０
円

　

網　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

わ
な　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

網
お
よ
び
わ
な　
１
０
０
０
０
円

第
1
種
ま
た
は
第
２
種
と
当
時
に

網
ま
た
は
わ
な
を
受
講（
２
種
類
）

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円

　

第
1
種
ま
た
は
第
２
種
と
当
時
に

網
と
わ
な
を
受
講
（
３
種
類
）　

　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
０
０
円

・
受
付
期
間　
　

　

6
月
21
日
㈬
～
7
月
21
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
猟
政
協
議
会

　

☎
０
１
２
６（
２
５
）５
７
６
８

　

危
険
物
取
扱
者 

保
安
講
習

◆
受
講
対
象
者

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
危
険
物
取
扱
者
は
、
前
回
保

安
講
習
を
受
講
し
た
日
以
後
に
お

け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
本
年
度
は
平
成

29
年
３
月
31
日
以
前
に
受
講
さ
れ

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
な
か
っ
た
方
が
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以

内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
ま
た
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交

付
日
ま
た
は
そ
の
受
講
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
講
習
期
間
お
よ
び
場
所

　
６
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬

　

岩
見
沢
市　

  　

試

験

講

習

第 42 回くりやま夏まつりは開催曜日が変わります
【期間・場所】　　７月 22 日㈯・23 日㈰　

　　　　　　　　栗山駅前通り商店街、商店街イベント広場
【主な行事】　　・郷土芸能パレード　　　　　22 日㈯　17：30 ～ 18：30

　　　　　　　・打ち上げ花火　　　　　　　22 日㈯　20：00 ～ 20：30
　　　　　　　・全道和太鼓フェスティバル　23 日㈰　11：00 ～ 13：00
　　　　　　　・うまいもん広場（仮称）　　  22 日㈯・23 日㈰　　　　　　
※なお、他の行事などは決定次第チラシなどでお知らせします。

※
そ
の
他
、各
地
で
実
施
し
ま
す
が
、

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
申
請
書
お
よ
び
受
付
期
間

・
受
講
申
請
書
は
受
講
希
望
日
の
10

日
前
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

の
受
講
申
請
書
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

【日　時】　6月 23日㈮
　　　　　１８：００～２０：３０

【内　容】
①参加店またはまちの駅「栗夢プラザ」で参加券

を購入
②規定の飲食をし参加券に押印
③規定時間内に 4 軒以上飲食してまわる
④ 20：30 に参加店の店頭で当選番号発表

【参加券】　1 枚 2,000 円
【主　催】　

　栗山町料飲店組合
【問い合わせ】

喫茶店 ツモロー　中川　☎ 72-4600

くりやま食べて飲んでラリー～地産地消応援～

　栗山町料飲店組合では、はしご酒で多くの
飲食店を楽しんでもらおうと「くりやま食べ
て飲んでラリー」を実施します。皆さんのご
参加をお待ちしています。

第 8 回

水道メーターの交換
　ご家庭に設置された水道メーターは、その
精度を確保するために、8 年に一度新しいメー
ターに交換する必要があります。（計量法で定
められています）
　このことから、ご家庭の水道メーターの交
換作業を実施します。交換の対象となるご家
庭には、町指定水道工事業者
から、「水道メーター交換の
お知らせ」が届きますので、
交換作業へのご協力をお願い
します。（一時的に水を停止
させていただきます）
　なお、取り換えの費用は
無料です。

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道



◇
6
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　

午
前
８
時
半
～
午
後
7
時

◇
７
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
相
談
電
話
番
号

　

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

　

町
へ

【
物　

品
】

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
案
内
看
板

◇
栗
山
町
技
能
協
会
（
山
﨑　

信
治

会
長
）（
松
風
3
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
谷
内
喜
一
郎
さ
ん
（
桜
山
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会（
土
田　

清
美
会
長
）

◇
天
理
教
（
志
賀　

道
夫
代
表
）　

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
服
部　

浩
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン

の
つ
ど
い
（
松
本　

泰
幸
代
表
）
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無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

　
６
月
16
日
㈮
・
30
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　
　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」
強
化
週
間

　
　

い
じ
め
、虐
待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
悩
み
事
や
心
配
事
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
、

解
決
に
導
き
ま
す
。

　
　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間

◇
塚
本　

昭
三
さ
ん
（
中
里
）

◇
中
島　

孝
幸
さ
ん
（
南
学
田
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
２
）

◇
め
ぐ
み
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

【
寄
附
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松

風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
（
朝
日
2
）

　

お
詫
び

※
広
報
く
り
や
ま
平
成
29
年
５
月
号

22
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
と
い
う
名
の
家

族
「
マ
ロ
ン
キ
ッ
ズ
保
育
園
」
の

園
長
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

×
松
本　

薫
園
長

○
松
田　

薫
園
長

相

談

く
ら
し

催
　
し

募
　
集

試
　
験

講
　
習

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

ご

厚

意

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7502

40,265,036 円
平成 29 年度ふるさと応援寄附金

4/1 ～ 4/30 までの総数
3,934 件

ご厚意ありがとうございます。

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

【
４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 

齢  

月  

日           

世
帯
主   

住
所

岳
間
沢
博
昭 

75 

11/30 

本
人 

中
央
1

杉
山
コ
ユ
キ 

89 

4/16 

本
人 

角　

田

久
保　

久
子 

82 

4/17 

本
人 

中　

里

田
島　

幸
子 

93 

4/18 

本
人 

中
央
4

都
築　

孝
雄 

76 

4/18 

本
人 

角　

田

松
田　

キ
ク 

97 

4/20 

本
人 

松
風
3

塚
本　

ハ
ナ 

93 

4/20 

本
人 

中　

里

笹
谷　

未
佳 

41 

4/24 

和
広 

南
角
田

佐
藤
希
久
生 

80 

4/25 

本
人 

錦　

1

有
馬　

米
勝 

79 

4/30 

本
人 

中
央
4

八
木
田
和
子 

64 

5/3 

雪
男 

松
風
4

森
田　

富
男 

96 

5/7 

本
人 

中
央
2

小
澤
八
重
子 

92 

5/8 

本
人 

中
央
3

新
敷
キ
ヌ
子 

93 

5/10 

本
人 

松
風
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
く
や
み

【
４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 

月 

日　  

父
母
名   　
住
所

藤
井
乃の
の
か
々
華
4/14
　
　
　
　
　

中
央
3

山
名　
　

結ゆ
い

4/28
　
　
　
　
　

中
央
4

河
田　

悠は
る
と豊

5/5
　
　
　
　
　

中　

里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

英

樹

絢

子

お
め
で
た

出陣式 第26回 YOSAKOI ソーラン祭り　演舞日程
6月 8日㈭ 6月 10 日㈯ 6月 11 日㈰

19：30～
栗夢広場

（スポーツセンター前）

12：30　道庁赤レンガ会場 11：28　ファイターズ通り会場

14：12　大通りパレード北コース 13：00　札幌ガーデンパーク会場

17：07　一番街・三越前会場 14：40　大通りパレード北コース

15：42　大通西 8丁目会場

くりやまＯＨ !! 夢乱咲

今年のテーマは　『粋跳羽轟』（いきとうごう）
　今年で 19 回目の参加です。十九年の歳月を「粋」という文字にかけ、私たち「ＯＨ !! 夢乱咲」が跳ね
舞う姿と和太鼓「艶美火舞羅」の轟くさまがコラボレートする想いを込めました。今年も国蝶オオムラサ
キのすむ街「栗山町」をＰＲしてきます。皆さんの応援をよろしくお願いします。

くりやま景観フォトコンテスト
作品展開催！【第 3回】
栗山町の優れた景観を写した写真の数々。
応募された 145 作品全てをご覧になれます。

【期　間】　6 月 11 日㈰ 14：00 ～ 26 日㈪ 15：00
【場　所】　カルチャープラザ「Eki」（２階）町民ギャラリー

利

一

三
佳
子

直

樹

里

美
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立
派
な
コ
ー
ス
で
楽
し
ん
で

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

が
オ
ー
プ
ン
し
、
待
ち
わ
び
て

い
た
人
た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
ボ
ー
ル
の

感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。
前
日
か
ら
降

り
続
い
た
雨
が
や
み
、
オ
ー
プ
ン
の
時

間
ご
ろ
に
は
青
空
が
の
ぞ
き
、
絶
好
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
に
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
株
式
会
社
の
古
野
憲
次
郎
総
務

部
長
は
「
子
ど
も
や
初
心
者
の
方
が
楽

し
め
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。（
４
月
23
日
）

共
立
道
路
株
式
会
社
と
栗
山
建
設
協
会

角
田
小
・
栗
山
小
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備

共
立
道
路
株
式
会
社
に
、
角
田
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
は
毎
年
、

町
内
施
設
の
整
備
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
ま
す
。（
５
月
８
日
）

　

ま
た
、
栗
山
建
設
協
会
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
栗
山
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉

田
政
和
校
長
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

運
動
会
に
臨
め
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。（
５
月
10
日
）

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
、

町
内
を
巡
る
約
3.5
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
は
、
栗
山
町
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
友
達
を
誘
っ

て
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時　

　
６
月
18
日
㈰　

午
前
８
時
45
分
～
正
午

◆
場

所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
　
象　
町
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
服　
　
装　

　

歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
帽
子
、

　

水
筒
な
ど

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
方
法　

申
込
書
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、学

年
、住
所
を
記
入
の
上
、ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」
ま
た
は
、各
学
校
の
担

任
に
提
出

※
２
人
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
６
月
７
日
㈬

◆
申
込
先・問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７

「                     」

第 24 回くりやま第 24 回くりやま

平成 29 年度

　スポーツ推進委員は、スポーツの楽しさを伝え誰
もが気軽にスポーツに親しめる環境をつくるため活動
をしています。
　任期は、平成 29 年４月１日より２年間です。
　

栗山町スポーツ推進委員

氏　名 住　所 氏　名 住　所

岡　山　典　弘 錦　３ 大　塚　　　崇 朝日４

永　池　英　彦 湯　地 長　澤　綱　士 中央４

高　石　賢　治 松風３ 吉　田　尚　樹 阿野呂

犬　井　和　也 中央４ 鈴　木　由美子 中央１

松　本　達　也 中央４ 荒　瀬　ゆかり 松風３

佐　藤　直　樹 継　立 木　藤　芽　維 朝日４

氏　名 住　所 氏　名 住　所

中　島　琢　磨 湯　地 吉　田　芳　子 阿野呂

吉　田　政　和 中央４ 橘　　　高　博 大井分

永　池　英　彦 湯　地 田　村　賢　治 角　田

藤　井　吉　美 南学田 太　田　逸　郎 中　里

原　田　優　司 杵　臼 田　中　秀　典 継　立

萩　野　里　香 継　立 朝　賀　真由美 旭　台

木　藤　浩　二 松風２ 椛　澤　明　美 桜丘１

安　藤　晴　美 中央２

栗っ子だより　№ 1
輝け くりやま

　

５
月
14
日
、「
第
47
回
く
り
や
ま

歩
け
あ
る
け
運
動
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
友
達
の
富
山
稜
太
く
ん
と
一
緒

に
参
加
し
よ
う
と
約
束
し
、
申
し
込

み
ま
し
た
。
当
日
は
朝
日

ふ
れ
あ
い
公
園
を
出
発
し
、

匠
の
森
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ

ス
、
栗
山
中
学
校
を
通
っ

て
約
６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

歩
き
ま
し
た
。
出
発
す
る

前
に
は
、
体
に
負
担
を
か

け
な
い
歩
き
方
の
コ
ツ
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
、
準

備
運
動
を
し
て
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。
と
て
も
天
気

が
良
く
て
歩
い
て
い
て
気

持
ち
良
か
っ
た
で
す
。
最
後
の
方
は

と
て
も
足
が
疲
れ
て
重
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
友
達
と
話
し
な
が
ら
歩

い
て
い
た
の
で
最
後
ま
で
楽
し
く
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

栗
山
小
学
校
３
年　
成
田　
海か

い
せ
い彗

北
の
山や

ま
な
み脈
を
描
く

境
健
治
氏
絵
画
展

栗
山
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
栗
山
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
会
の
会
員
と
し

て
活
動
し
て
い
る
岩
見
沢
市
在
住
の
境

健
治
さ
ん
に
よ
る
絵
画
展
が
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
絵
画
展
は
、栗
山
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
の
会
30
周
年
記
念
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
、日
高
を
中
心
に
北
海
道

の
山
々
を
描
い
た
29
点
の
大
作
と
、高

級
ピ
ア
ノ
に
使
わ
れ
る
絵
の
額
の
部
材

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。境
さ
ん
は
「
初

め
て
の
個
展
が
生
ま
れ
育
っ
た
栗
山
町

で
開
催
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。（
５
月
15
日
）

栗山町社会教育委員

　社会教育委員は、各委員の活動経験や知識をもと
に、青少年や成人に対して行われる教育活動に関し、
教育委員会に助言をしたり、調査などを行っています。
　任期は、平成 29 年４月１日より２年間です。

平成 29 年度
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◆
期

間　
６
月
21
日
㈬
～
28
日
㈬

※
チ
ー
ム
数
に
よ
り
大
会
期
間
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

◆
場　
　
所　
町
民
球
場
、
運
動
公
園

◆
対

象　
20
歳
以
上
の
町
民
の
方

※
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
生
以
外
の
学
生
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
内
会
・
自
治
会
単
位
（
20
人
以
内
）

※
複
数
の
町
内
会
・
自
治
会
で
編
成
可
能

で
す
。

◆
申
込
期
日　
６
月
12
日
㈪

◆
申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー
宛
て
に
送
付

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
�
６
１
６
１

◆
期　
　
間　

　

６
月
17
日
㈯
～
９
月
18
日
㈷

◆
時　
　
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
栗
山
プ
ー
ル
の
み
７
月
～
８
月
中
は

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

※
気
温
・
水
温
に
よ
っ
て
は
開
設
期
間

の
変
更
・
閉
鎖
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
０
９
９
６

　

角
田
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
７
０
８
８

　

継
立
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
３
３
６
８

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
の
方
を
対
象

に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
が
初
め
て
の
方
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

◆
日

時　

　

６
月
９
日
㈮
、
23
日
㈮

　

７
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮

　

８
月
11
日
㈷
、
25
日
㈮

　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
半

◆
場

所　

　
御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
対　
　
象　
町
民
の
方

◆
参
加
料　
無
料　

◆
申
込
方
法　
当
日
、現
地
で
受
付

◆
問
い
合
わ
せ

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
２
０
０

　

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣

の
定
着
や
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
い
ろ
い

ろ
な
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

気
付
き
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
通
学
合
宿
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
応
援
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
内　
容

・
炊
事
、
洗
濯
、
宿
泊
な
ど
の
サ
ポ
ー

　

ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
以
上

　

の
方

・
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
、
将
棋
や

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
を
し

　

て
い
た
だ
け
る
方

・
角
田
地
区
で
も
ら
い
湯
を
さ
せ
て
い

　

た
だ
け
る
家
庭

・
買
い
物
な
ど
の
と
き
に
送
迎
を
し
て

　

い
た
だ
け
る
企
業

・
収
穫
体
験
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

　

る
農
業
者

◆
日　
程

○
栗
小　

６
月
11
日
㈰
～
14
日
㈬

○
角
小
・
継
小　

７
月
2
日
㈰
～
5
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

第
1
期　

通
学
合
宿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

配信しています！メールマガジン
　新着図書案内や行事予定などの図書館情報をメー
ル配信しています。
　メールアドレスをお持ちの方はどなたでもご登録
できます。
　配信を希望される方は、図書館受付・ホームペー
ジよりお申し込みください。
開催中！継立ブックリサイクル市
　小説・雑誌・絵本など、図書館で不要になっ
た本を無料でお譲りします。

【期　間】6 月 10 日㈯まで　
【時　間】13：00 ～ 17：00（毎週水～土曜日開館）
【場　所】継立図書室（南部公民館 2 階）
【冊　数】1 人 20 点まで

※持ち帰り用の袋や箱をお持ちください。

開催します！こども読書まつり
　町図書館と栗の子童話会が共催で行います。

【日　時】6 月 10 日㈯　11：00 ～ 12：00
【場　所】町図書館
【対　象】幼児～小学校低学年
【入場料】無料
【内　容】ジャンボ紙芝居「すいかのたね」

　 　 　 　 シルエットシアター「おれ・だれ？」
　　　　など楽しいおはなしがいっぱい！
上映します！夜の映画会
ドキュメンタリー「坂本龍馬の生涯」
　現存する龍馬直筆の手紙など、貴重な資料の
ハイビジョン映像とともに、生涯に迫る映像を
お送りします。

【日　時】6 月 15 日㈭ 17：30 ～ 18：40

今年も来町 !!
北海道警察音楽隊 

　いきいきスクール「交通・防犯学習」に合
わせ、道警音楽隊・カラーガード隊が来町し
ます。受講生以外も参加可能となっています
ので、この機会にぜひご覧ください。

【日　時】6 月 30 日（金）　12：30 ～ 14：20
【内　容】交通・防犯講話、音楽隊の演奏
【場　所】スポーツセンター
【持ち物】

　上靴またはスリッパ、外靴を入れる袋
【問い合わせ】

　町教育委員会社会教育グループ
　☎ 72-1117

第
57
回
全
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

やってみよう！ビブリオバトル講座
学びの活動を応援！町民講座
　好きな本を持ち寄り、おすすめの本の紹介を
聞いて、読んでみたい 1 冊を決める書評ゲーム
です。新しい本や人との出会いを通して、豊か
なコミュニケーションを築きましょう！
※町教育委員会と町図書館の共催事業です。

【日　時】6 月 29 日㈭、7 月 13 日㈭、27 日㈭
　 　 　 　 全 3 回　18：30 ～ 19：30

【場　所】町図書館
【対　象】小学生以上（小学生は保護者同伴）
【持ち物】好きな本を 1 冊以上

　 　 　 　（ 例：小説、漫画、写真集など）
【定　員】20 人（見学のみは申し込み不要）
【参加料】無料

【内　容】　
　第 1 回目「ビブリオバトルってなんだ！？」

　ビブリオバトルのルールを学び、バトルの
様子を見学して理解を深めましょう。

　第 2 回目「レッツ！ビブリオバトル」
　好きな本の魅力を語り、実際にビブリオバ
トルをしてみましょう。

　第 3 回目「目指せチャンピオンバトラー」
　ビブリオバトルの楽しさを知って、参加者
同士のコミュニケーションを広げましょう。

（チャンピオン本は図書館だよりで紹介）
【ルール】

　①好きな本を持って集まる。
　②順番に 1 人 5 分間で本を紹介する。
　③バトルの後に紹介した本のディスカッショ
　　ンをする。
　④一番読みたくなった 1 冊を決定する。

【問い合わせ】　　 町図書館　☎ 72-6055

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

【申込先・問い合わせ】　　 町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117　町図書館　☎ 72-6055



　
　角田農村環境改善センターのテニス
コートを無料開放します。お気軽にご利
用ください。

【期　　間】６月８日㈭～ 18 日㈰
※月曜日は休館日のため除きます

【時　　間】９：00 ～ 19：00
【申込先・問い合わせ】

　角田農村環境改善センター
　☎ 72-6040
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種
類
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
の
時
期
に

鳥
の
観
察
を
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時　
6
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　

6
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
5
時
～
8
時

◆
場　
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス　

☎
�
１
６
９
６

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
雨
天
中
止
で
す
。

【
６
月
11
日
㈰
】

◆
内　
容　
　

　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
苗
株
分
け
、
火
薬
庫

　

の
沢
ウ
エ
ッ
ジ
ダ
ム
整
備
、
ま
き
切

　

り
・
ま
き
割
り
小
屋
整
理

◆
時　
間　
午
前
９
時

◆
場　
所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

◆
持
ち
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、

　

長
靴

【
７
月
９
日
㈰
】

◆
内　
容

　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
種
取
り
、
火
薬
庫
の

　

沢
ウ
エ
ッ
ジ
ダ
ム
整
備
な
ど

【
８
月
13
日
㈰
】

◆
内　
容

　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
種
ま
き
、
シ
イ
タ
ケ

　

の
ほ
だ
木
組

【
９
月
10
日
㈰
】

◆
内　
容

　

ホ
タ
ル
の
沢
・
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン

　

カ
生
息
地
作
業
、
石
組
み
作
業

【
９
月
23
日
㈯
】

◆
内　
容

　
稲
刈
り
、
は
さ
掛
け

【
10
月
８
日
㈰
】

◆
内　
容

　

も
ち
米
脱
穀
、田
畑
片
付
け
作
業
、　

　

水
生
植
物
種
取
り
、
種
ま
き

【
11
月
12
日
㈰
】

◆
内　
容

　

里
山
収
め
、
冬
囲
い
、
火
薬
庫
の

　

沢
整
備
作
業

【
11
月
19
日
㈰
】

◆
内　
容

　

火
薬
庫
の
沢
市
民
工
事

【
12
月
10
日
㈰
】

◆
内　
容

　
炭
焼
き

【
１
月
～
３
月
】

◆
内　
容　

　

炭
焼
き
を
月
１
回
程
度
実
施

　

ちょっと趣味を広げてみたい！！

そんな方のための講座を開きます。楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

　
字
を
書
く
の
が
苦
手
、
書
道
の
経
験

が
な
い
方
で
も
、
あ
な
た
の
筆
文
字
が

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
「
あ
ー
と
」
に

な
り
ま
す
。

◆
日　
時　
６
月
29
日
㈭ 　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
７
０
０
円

◆
持
ち
物　
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、小
筆

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
奥
田 

秋
湖
さ
ん

　

生
年
月
日
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
守
護

色
を
使
い
、
あ
な
た
だ
け
の
パ
ス
テ
ル

ア
ー
ト
を
2
枚
つ
く
り
ま
す
。

◆
日　
時　
６
月
23
日
㈮ 　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
１
０
０
０
円

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
あ
と
り
え
も
も
ん
が　
　

　
　
　
　
　

岡
元 

真
奈
美
さ
ん

あ
な
た
色

「
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
」
講
座

　
オ
ー
ブ
ン
が
な
く
て
も
、
気
軽
に
お

い
し
い
パ
ン
が
焼
け
ま
す
。
道
産
小
麦
で

我
が
家
の
味
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時　
６
月
30
日
㈮ 　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所　
南
部
公
民
館

◆
受
講
料　
７
０
０
円

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
　
　
　
　

ふ
き
タ
オ
ル
、
布
巾

◆
定　
員　
20
人

◆
講　
師　
岩
見
沢
友
の
会 

　
　
　
　
　

武
田 

順
子
さ
ん

　
使
用
済
み
の
食
用
油
を
使
っ
て
石
け

ん
を
手
づ
く
り
し
ま
す
。
廃
油
で
作
る

の
で
合
成
洗
剤
を
含
ま
ず
、
肌
に
や
さ

し
い
石
け
ん
で
す
。

◆
日　
時　
６
月
22
日
㈭ 　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
3
時
半

◆
場　
所　

　

角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　
４
０
０
円

◆
持
ち
物　

　

牛
乳
パ
ッ
ク
1
本
、
ゴ
ム
手
袋

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
須
田 

幸
子
さ
ん

肌
に
や
さ
し
い

「
手
づ
く
り
石
け
ん
」
講
座

【申込期限】６月 19 日㈪
【申込先・問い合わせ】　

　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

世
界
に
一
つ

「
筆
文
字
あ
ー
と
」
講
座

フ
ラ
イ
パ
ン
で
で
き
る

「
パ
ン
」
講
座

テニスコート無料開放テニスコート無料開放
　

現
実
と
離
れ
た
感
じ
を
味
わ
え
る

雨
煙
別
小
学
校
を
舞
台
に
し
た
公
演

で
す
。

◆
開　
演　
６
月
17
日
㈯　

午
後
７
時

※
開
場
は
午
後
６
時
半
で
す
。　

◆
場　
所

　

雨
煙
別
小
学
校 
コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス

◆
脚
本
・
演
出　
槙ま

き　

文
彦
さ
ん

◆
料　
金　
１
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
、
３
０
０
円
割
引
き

で
す
。　

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス　

☎
�
１
６
９
６

い
い
感
じ
の
戯
夜

演
劇
集
合
体
マ
キ
ニ
ウ
ム
お
で
か
け
公
演

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０

鳥
類
ラ
イ
ン
セ
ン
サ
ス
調
査

２
０
１
７
年
度
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

の
日
の
活
動
内
容

町民皆さんのご協力を
お待ちしています！

　　

新
葉
が
の
び
、
色
と
り
ど
り
の
緑
色

が
織
り
な
す
美
し
い
雑
木
林
の
中
で
、

オ
オ
ル
リ
や
ク
ロ
ツ
グ
ミ
が
さ
え
ず

り
、
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
が
鳴
き
は
じ
め
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
に
は
水
が
引
か
れ
、
ア

マ
ガ
エ
ル
が
雨
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
合

唱
し
は
じ
め
ま
し
た
。
初
夏
を
迎
え
、

自
然
体
験
学
習
に
訪
れ
る
小
学
生
ら
の

歓
声
が
響
き
わ
た
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
の
活
動
予
定



　今年も春の便りが届きました。町内の桜は
ゴールデンウィーク中に見ごろを迎え、栗山
公園には多くの人が来場。満開になった桜は
色鮮やかに、私たちを楽しませてくれました。

－桜－
春の象徴到来

角田神社

栗山公園

御園神社

栗山ダム PG コース
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人のうごき
人口  12,200 人  （ ＋47）

平成29年5月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,681 人  （ ＋36）　女  6,519  人  （ ＋11） 世帯数  5,950  世帯  （ ＋41 ）

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
私
が
担
当
し
た
マ
ナ
ビ
ィ
は
広
報
く

り
や
ま
全
体
か
ら
見
る
と
、
ほ
ん
の
数

ペ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
初
め
て
の
取
材
、

初
め
て
の
編
集
作
業
と
、
何
も
か
も
初

め
て
の
体
験
で
、
目
が
回
る
日
々
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
今
回
マ
ナ
ビ

ィ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
次
に
生
か
し
早
く
独
り

立
ち
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。（
熊
谷
）

▼
継
立
小
学
校
へ
田
植
え
の
取
材
と
表

紙
の
撮
影
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
田
植

え
は
足
場
が
不
安
定
な
う
え
に
子
ど
も

た
ち
は
下
を
向
い
て
の
作
業
。
室
内
ス

ポ
ー
ツ
の
撮
影
と
同
じ
く
ら
い
の
難
し

さ
に
感
じ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た

の
が
唯
一
の
救
い
で
、
作
業
服
が
泥
だ

ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
参
加
し
た
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
撮

影
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
は
服
を
汚
さ
ず
良
い
表

紙
を
素
早
く
撮
れ
る
広
報
マ
ン
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。　　
　
　
　
（
田
畑
）

▼
特
集
の
取
材
で
、
消
防
団
の
方
々
と

話
し
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
強
く

感
じ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
「
地
域
の

た
め
に
」
と
い
う
思
い
で
、
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
訓
練
や
演
習
、
啓
発
活
動
な

ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

し
た
。
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

は
記
事
に
も
書
き
ま
し
た
が
一
人
ひ
と

り
の
力
が
必
要
で
す
。
私
も
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
本
）
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